
１　学習の到達目標

２　学習の計画

定期考査

中間考査

現代日本の開化
小テスト・発問評価

小テスト・発問評価

【一学期】
・言葉には，言葉そのものを
認識したり説明したりすること
を可能にする働きがあること
を理解する。
・論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の
中で使うことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにする。
・文章の種類を踏まえて，内
容や構成，論理の展開などを
的確に捉え，論点を明確にし
ながら要旨を把握する。
・文章の構成や論理の展開，
表現の仕方，書き手の意図と
の関係において多面的・多角
的な視点から評価する。

小テスト・発問評価

7 ワークシート分析

定期考査

6

9 夏季課題テスト

期末考査

本当は怖い「前提」の話 ・題名の意味を理解しながら，文や文章の効果的な組立
て方や接続の仕方について理解を深める。
・読解を通して例文を作り，立場の異なる読み手を説得
するために，批判的に読まれることを想定して，効果的
な文章の構成や論理の展開を工夫する。

第２章　日常の中の論点
身近な物事を分析し，その仕
組みを捉える

【二学期】
・言葉には，言葉そのものを
認識したり説明したりすること
を可能にする働きがあること
を理解する。
・文や文章の効果的な組立て
方や接続の仕方について理
解を深める。
・文章の種類に基づく効果的
な段落の構造や論の形式な
ど，文章の構成や展開の仕方
について理解を深める。
・情報の妥当性や信頼性を吟
味しながら，自分の立場や論
点を明確にして，主張を支え
る適切な根拠を揃える。

ワークシート分析

定期考査

10 ワークシート分析

定期考査

中間考査

小テスト・発問評価

ファッションの現象学 ・身体論を基に，主張を支える根拠や結論を導く論拠を
批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味
して内容を解釈する。
・鷲田の引用を通して，主張を支える根拠や結論を導く
論拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性
を吟味して内容を解釈する。

第２章　日常の中の論点
身近な物事を分析し，その仕
組みを捉える

一〇〇パーセントは正しくない
科学

5 小テスト・発問評価

ワークシート分析

・演繹と帰納を学び，推論の仕方について理解を深め使
う。
・演繹と帰納を活用し，多面的・多角的な視点から自分
の考えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりし
て，主張を明確にする。
・推論の仕方の理解を深めながら，関連する文章や資
料を基に，書き手の立場や目的を考えながら内容の解
釈を深める。

第１章　架橋することば
人と世界を結ぶことばの働き
を理解する

ワークシート分析

定期考査

令和８年度　国語科「論理国語」シラバス　

単位数 ３単位 学科・学年・学級 ２学年１～８組

教科書 「論理国語」（筑摩書房） 副教材等

「国語便覧」（第一学習社）、
「入試漢字コア2800」（桐原書店）
「現代文キーワード読解」（Z会）
「新成現代文」（尚文出版）

小テスト・発問評価

ワークシート分析

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（２）論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。

月 育成する資質・能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

定期考査

第１章　架橋することば
人と世界を結ぶことばの働き
を理解する

アイオワの玉葱 ・構造主義の理解を基に，文章の種類を踏まえて，内容
や構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にし
ながら要旨を把握する。
・恣意性について，文章の種類を踏まえて，資料との関
係を把握し，内容や構成を的確に捉える。

4 春季課題テスト

第４章　変貌する時代，変貌
する人間
ことばと社会の関係を意識す
る

・明治の思考を理解し，人間，社会，自然などについて，
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深める。
・話し言葉であることを踏まえ，文章の構成や論理の展
開，表現の仕方について，書き手の意図との関係にお
いて多面的・多角的な視点から評価する。

第３章　〈私〉のいる場所
偏見や先入観にとらわれない
議論のあり方を考える

近代の成立――遠近法 ・筆者の扱う遠近法の思考から，実社会や学術的な学
習の基礎に関する事柄について，書き手の立場や論点
などの様々な観点から情報を収集，整理して，目的や意
図に応じた適切な題材を決める。
・現代に生きる目を通して，立場の異なる読み手を説得
するために，批判的に読まれることを想定して，効果的
な文章の構成や論理の展開を工夫する。



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

「現代の国語」から発展した「論理国語」では，評論文を扱います。その中で，資料や本文とは異なる資料を読み比べることを通して，実用的な文章への対策を講じていきます。「論理国語」では，「現
代の国語」で身に付けた知識・技能，思考・判断・表現の力により磨きをかけることを目標としていますが，その根源にあるのは「現代の国語」で養われた能力であることを忘れないでください。大学
入試において，共通テストでは出題範囲とはなっていません。さらに，私立大学の入試においても出題範囲となっていない学校が多数です。それでも，その根源である現代の国語で身に付けた能力
をさらにブラッシュアップする科目であると考えると，受験の面で考えても非常に重要な科目であることは一目瞭然です。また，実用的な文章に慣れるためには，日頃から新聞や新書，研究論文など
に目を通し，どのようなことがどのような表や図で述べられているのかを学んでおくことが有効です。実用的な文章は共通テストでは20点分の配点しかありません。しかし，その20点が合否を分ける
と言っても過言ではないほど，実用的な文章の出来が結果を左右していると言われています。受験のためだけでなく，教養を身に付けたり，教養を身に付けるための本を読めるようになったりするた
めにも，「論理国語」に真摯に向き合い，主体性を持って授業に臨むようにしてください。

知識・技能

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けることができる。
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解することができる。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，
語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができる。
・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の仕方について理解を深める
ことができる。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができる。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め使うことができる。
・推論の仕方について理解を深め使うことができる。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができる。

思考・判断・表現

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができる。
【書く能力】
・実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整理して，目的や意図に
応じた適切な題材を決めることができる。
・情報の妥当性や信頼性を吟味しながら，自分の立場や論点を明確にして，主張を支える適切な根拠をそろえることができる。
・立場の異なる読み手を説得するために，批判的に読まれることを想定して，効果的な文章の構成や論理の展開を工夫することができる。
・多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にすることができる。
・個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主張が的確に伝わる文章になるよう工
夫することができる。
・文章の構成や展開，表現の仕方などについて，自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味して，文章全体を整えたり，
読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直したりすることができる。
【読む能力】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握することができる。
・文章の種類を踏まえて，資料との関係を把握し，内容や構成を的確に捉えることができる。
・主張を支える根拠や結論を導く根拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができる。
・文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができる。
・関連する文章や資料を基に，書き手の立場や目的を考えながら，内容の解釈を深めることができる。
・人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深めること
ができる。
・設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすることができる。

主体的に学習に取り組む態度
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手とし
ての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。

学年末考査

定期考査，課題テスト，小テスト，提出物などを総合的に評価します。
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3

トリアージ社会

「である」ことと「する」こと

・新しい言葉の定着を学び，人間，社会，自然などにつ
いて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観
と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深める。
・言葉について思考を深めるため，言葉には,言葉そのも
のを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解する。

・資料を活用しながら，関連する文章や資料を基に，書
き手の立場や目的を考えながら内容の解釈を深める。
.・必要な情報を熟考し，設定した題材に関連する複数の
資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広
げたり深めたりする。

第８章　現代という課題
日常に潜む問題を見つけ出す

第９章　〈私〉をひらくために
視野を広げ，自身の考えを見
直す

1
【三学期】
・新しい言葉の定着を学び，人間，社
会，自然などについて，文章の内容や
解釈を多様な論点や異なる価値観と結
び付けて，新たな観点から自分の考え
を深める。
・言葉について思考を深めるため，言
葉には,言葉そのものを認識したり説明
したりすることを可能にする働きがある
ことを理解する。
・資料を活用しながら，関連する文章
や資料を基に，書き手の立場や目的を
考えながら内容の解釈を深める。
.・必要な情報を熟考し，設定した題材
に関連する複数の資料を基に，必要な
情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりする。

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

定期考査

小テスト・発問評価

ワークシート分析

期末考査

12

11 小テスト・発問評価
日本社会は農業社会か

ワークシート分析

定期考査

・文章の種類を踏まえて，
内容や構成，論理の展開
などを的確に捉え，論点を
明確にしながら要旨を把握
する。・文章の種類を踏ま
えて，資料との関係を把握
し，内容や構成を的確に捉
える。

桜が創った「日本」

・資料の活用を学び，主張とその前提や反証など情報と情報と
の関係について理解を深める。
・資料を適切に理解するため．新たな考えの構築に資する読書
の意義と効用について理解を深める。
・筆者の根拠を理解し，情報の妥当性や信頼性を吟味しなが
ら，自分の立場や論点を明確にして，主張を支える適切な根拠
をそろえる。
・資料の活用の仕方を学び，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・多角
的な視点から評価する。

・視点の反転から，多面的・多角的な視点から自分の考えを見
直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にす
る。
・主張の伝え方を工夫し，個々の文の表現の仕方や段落の構
造を吟味するなど，文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の
主張が的確に伝わる文章になるよう工夫する。
・他者の文を読み，文章の構成や展開，表現の仕方などについ
て，自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟
味して，文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえ
て，自分の文章の特長や課題を捉え直したりする。

第５章　歴史に向き合う
時代の隔たりから得られる知
を学ぶ

第７章　〈伝統〉を見つめ直す
伝統を扱った文章を読み，書
く力を鍛える


